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⑴ 市政への想い
　私が市政の舵取りを担わせていただいてか
ら、早一年が経過いたしました。この間、市民の
皆様や地域経済を支える皆様との対話を重ね
る中で、本市が秘めるポテンシャルの高さを再
認識するとともに、解決すべき課題をより鮮明
に捉えてまいりました。
　これまで、こども どまんなかアクションをは
じめ、各施策をスピード感を持って実施してま
いりましたが、公約の実現をより確実なものと
し、市民の皆様にその成果を実感していただく
ためには、これからが正念場であると認識をし
ています。
　その想いから、私は令和８年のテーマに“挑
戦”を掲げました。
　現在、本市を取り巻く環境は、半導体関連産
業やＧＸ分野における企業進出、投資意欲の
高まりなど、かつてない追い風が吹いています。
　一方で、人口構造の変化に伴う社会保障経
費の増加や、公共施設の老朽化対策といった
課題も山積しており、財政の手綱を緩めること
は許されません。
　未来への投資や市民生活に直結する事業
には果断に財源を充てながらも、持続可能で
安定した財政運営を確実に進めるという責務
を果たしてまいります。
　“のびゆく 苫小牧！ 選ばれるまち 苫小牧
へ！” このスローガンが、確かな現実として市民
の皆様の目の前に現れるよう、私自身がその
先頭に立ち、職員一丸となって、困難な課題を
突破するための“挑戦”を続けてまいります。

⑵ 時代認識
　長引く国際紛争や地政学的リスクの高まり、
円安傾向の長期化などにより、エネルギーや

食料品価格の高騰が常態化しつつあります。
さらには、出生率の低下と人口減少が全国的
に深刻化しており、国において子どもや子育て
世帯への支援強化、出生率の回復に向けた施
策が急ピッチで進められています。
　本市においても、人口減少が依然として続
いている状況にありますが、一方で、近隣にお
ける次世代半導体の量産開始を前に、関連産
業の集積が本格化しているほか、大規模デー
タセンターの建設が開始されるなど、人や物の
流れに活発な動きが見られます。
　また、長年、本市を舞台に実証事業が行われ
てきたＣＣＳにおいては、事業化を見据えた試
掘が開始され、社会実装に向けて大きな一歩
を踏み出しており、市内各所で進められている
ＧＸ関連事業とともにゼロカーボンシティの実
現に向け、着実に歩みを進めています。
　さらに、市民文化ホールが完成し、まちなか
に新たな賑わいの空間が創出されるとともに、
駅前再整備に向けた基本計画の策定に着手
するなど、長年の懸案が希望へと変わり、市民
の皆様が変化を実感できる局面にあります。

⑶ まちづくりの姿勢
　本年は、全国に先駆けて“スポーツ都市”を
宣言してから60周年の記念すべき節目を迎え
ます。スポーツは、市民の健康増進や青少年の
健全育成のみならず、地域への愛着や一体感
を醸成するとともに、観光との融合により、交
流人口の拡大をもたらす大きな力を持ってい
ます。この節目の年に、スポーツ分野の取組を
強化し、スポーツ観光都市としてのブランドを、
全国に力強く発信してまいります。
　北海道日本ハムファイターズのファーム施
設誘致に向けた取組についても、胆振・日高地
域が広域的に連携した活動を展開しています。
本市としても、この熱意を余すことなく球団に
届け、誘致の実現に向けたチャレンジを続けて

まいります。
　公約で掲げている“こども どまんなかのま
ち”を実現するためには、子どもたちが健やか
に育ち、自由に夢を追いかけられる、そのよう
な環境を整えることが不可欠です。そのために
も、これまでの歩みを止めることなく、引き続き
全力で取り組み、まちの未来を担う子どもたち
をしっかりと支えてまいります。
　まちの持続的な発展を支える産業分野にお
いては、市内や近隣における半導体、データセ
ンター、ＧＸなど次世代産業の集積を追い風に、
企業誘致や投資促進に一層取り組み、次なる
ステージに挑んでまいります。
　その上で、未来まちづくり戦略に掲げる“産
業振興”、“快適な住環境”、“交通物流”のキー
ワードに基づき、今後のまちづくりに必要な具
体的な施策を積み重ね、交流人口を増加させ
ることにより、魅力のある“選ばれるまち”として
の成長を目指してまいります。
　また、駅前再整備を着実に進めるほか、統合
型リゾート（ＩＲ）の誘致については、国から新た
な区域認定の動きが示されたことから、引き続
き北海道と緊密に連携し、実現に向けて取り
組んでまいります。
　スマートシティの推進に向けては、医療や交
通をはじめとする様々な分野においてデジタ
ル技術などを活用し、地域課題の解決や市民
生活の質の向上、行政手続きの効率化を図っ
てまいります。
　さらに、本市が将来にわたって成長し続ける
ことを見据え、４月から庁内の組織機構を大幅
に見直します。本市の魅力を力強く発信する専
門部署を設置するなど、複雑化する行政課題
に対して効率的かつ効果的に対応できる組織
へと進化させ、市民の皆様と共に希望ある未
来を切り拓いてまいります。
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